
職場体験学習をするにあたって必要なこと
―社会人になるにあたって必要なこととは―

栃木県那須塩原市立東那須野中学校第２学年

2023年11月6日(月)

10：30～12：10

授業・講演30分×3回

（うち質疑応答5分）

開倫塾

塾長 林 明夫

（公益社団法人 栃木県経済同友会 理事）

（一般社団法人 栃木県生産性本部 会長）
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Ｑ１：<働くことの意義> 働くとはどういうことですか。

Ａ ：(１)「働く」とは、「仕事をする」ことです。

(２)「仕事」とは、「製品(もの)」や「サービス」を、「お客様」に

提供することです。

(３)すべての「製品(もの)」や「サービス」には、「お客様」がいま

す。

〇その仕事のお客様は「誰か」を、はっきりさせることが大切です。

Ｑ２：なぜ。「製品(もの)」や「サービス」を、「お客様」に提供するのですか。

Ａ ：(１)「お客様のお役に立つため」です。

(２)お客様の「困っていること」や「問題」を解決することで、「お

客様のお役に立つこと」が、仕事の目的です。

(３)同じように「困っていること」「問題がある」お客様は、世の中

にたくさんいらっしゃいます。ですから、仕事とは「お客様」や「社

会」の「お役に立つこと」だと考えます。

＜ここでちょっと一休み「コーヒーブレイク」です＞

皆様の興味のある仕事は何ですか。その仕事のお客様はだれですか。

<仕事> <お客様>

Ｑ３：仕事をしていて大変なことは何ですか。

Ａ ：(１)社会の状況がどんどん変わっていくので、お客様が必要とすることが、

どんどん変わっていくことです。

(２)そのために、仕事の仕方や仕組みを変えること。新しい製品やサービ

スをつくり、提供することです。

(３)競争相手がどんどん出てくることです。

(４)コロナ過、大規模自然災害(地震や洪水)、戦争、超少子高齢化による人手不足も大変で

す。

Ｑ４：これからの社会で求められることは何ですか。

Ａ ：(１)知識・情報・技術を相互作用的に用いる能力

(２)多様な集団で交流する能力

(３)高い志をもって、自律的に行動する能力

Ｑ５：中学校時代に身につけておいた方がよいことは何ですか。

Ａ ：(１)中学校で学ぶすべての教科の内容

〇学校の勉強は、一生、すべて役に立ちます。

ですから、学校の教科書は処分しないで、一生かけて、 学び直してください
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(２)「効果の上がる勉強の仕方」

①社会に出てからも、多くのことを学ばなければなりません。

②「予習の仕方」、「復習の仕方」、「定着の仕方」、「テストの受け方」

「ノートの取り方」を身につける。

③「音読」「書き取り」「計算練習」

④「教科書やノートをスミからスミまで覚え、身につける」

(３)「辞書・新聞・読書・図書館」に慣れ親しむ→「読解力」を!

①「意味調べノート」

②「スクラップブック」

③「書き抜き読書ノート」

(４)「５Ｓ(ゴエス)」…「ローマ字で書くと、S(エス)で始まる５つのことば」

①「整理(せいり)」(seiri) …いらないものを処分する

②「清掃(せいそう)」(seisou) …きれいに掃除(そうじ)をする

③「整頓(せいとん)」(seiton) …ものは同じ場所に置く

④「清潔(せいけつ)」(seiketsu) …①～③を保(たも)つ

⑤「躾(しつけ)」(shitsuke) …自分で決めたこと、みんなで決めたことは、

自分から進んで行う

(５)別の意味の「躾」も大切

①「美しい立居振舞い(たちいふるまい)」…「服装」も大事

②「美しい言葉遣い(ことばづかい)」…「敬語表現を含む言葉遣い」「です」「ます」で話す

③「元気なあいさつ」…「あいさつはこちらからする」

Ｑ６：最後に一言どうぞ。

Ａ ：(１)「自分のよさは自分で探し、自分で伸ばす」

(２)「人生は青天井、一生青天井」

(３)「一生勉強、一生青春」(相田みつを)

(４)「天は人の上に人をつくらず、人の下に人をつくらず」(福沢諭吉)

(５)「健康第一」「心の健康・体の健康」

ご清聴ありがとうございました。

心から感謝いたします。

ご質問、ご意見、感想などあれば、是非、お聞かせください。
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